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劉
文
数
の
左
侍
學
に
つ
い
て

劉文洪の左侍學について(野間)

一
　
劉
文
浜
の
生
涯

乾
嘉
の
学
/
父
劉
錫
瑜
/
劉
賓
楠
/
金
陵
の
約
/
阪
元

二
　
劉
文
浜
の
学
問
と
著
述

洪
梧
/
包
世
臣
/
凌
曙

(
こ
　
春
秋
左
氏
侍
菖
注
疏
譚

長
編
/
沈
欽
韓
宛
書
筒
/
中
国
科
学
院
歴
史
研
究
所

付
録
一
劉
文
洪
家
系
図

(
二
)
　
左
侍
菖
疏
考
正

劉
賓
楠
/
沈
欽
韓
/
黄
承
書

(
三
)
　
そ
の
他
の
著
書

(
四
)
　
劉
読
点
と
劉
壽
曾

三
　
左
.
倖
蕾
疏
考
正
解
題

(
以
上
本
号
掲
載
)

(
以
下
次
号
掲
載
予
定
)

野
　
間
　
文
　
史

自
序
/
体
裁
/
底
本
/
包
憤
言
/
後
世
の
評
価
/
版
本
/
附
記
(
小
沢
文
四
郎
r
俵
散
劉
孟
捻
年
譜
し
)

付
録
二
　
劉
文
洪
略
年
譜
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一
割
文
洪
の
生
涯

劉
文
浜
、
字
は
孟
略
、
江
蘇
省
揚
州
府
俵
徴
県
の
人
。
活
の
乾
隆
五
十
四
年
己
酉
(
一
七
会
)
に
生
ま
れ
、
こ
弟
慶
・
道
光
年
間
を
経
て
、
成

豊
H
年
甲
寅
(
一
八
五
四
)
、
六
十
六
歳
で
没
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
彼
の
生
年
当
時
、
い
わ
ゆ
る
「
乾
嘉
の
学
」
を
担
っ
た
大
家
の
う
ち
で
、
.

裁
定
は
没
後
す
で
に
十
二
年
、

成
文
沼
は
七
十
三
歳
(
没
年
七
十
九
歳
)
、
王
鳴
盛
は
六
十
八
歳
(
没
年
七
十
六
歳
)
、
鑓
大
塀
は
六
十
二
歳
(
没
年
七
十
七
歳
)
、

段
玉
故
は
五
十
五
歳
　
(
没
年
八
十
一
歳
)
、
王
念
孫
は
四
十
六
歳
　
(
没
年
八
十
九
歳
)
、
王
引
之
は
二
十
四
歳
　
(
没
年
六
十
九
歳
)
、

洪
亮
書
は
四
十
四
歳
(
没
年
六
十
四
歳
)
、
焦
楯
は
二
十
七
歳
(
没
年
五
十
八
歳
)
、
玩
元
は
二
十
六
歳
(
没
年
八
十
六
歳
)

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
劉
文
浜
は
概
略
的
に
い
え
ば
、
清
朝
の
学
術
史
上
で
は
「
乾
嘉
の
学
」
　
の
し
ん
が
り
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
か
。
彼
の
最
初
の
著
作
『
左
倖
菖
疏
考
正
』
　
は
嘉
慶
帝
の
最
後
の
年
、
二
十
五
年
(
一
人
云
)
　
に
書
か
れ
て
い
る
。

ま
た
そ
の
生
涯
は
、
三
十
代
以
降
か
ら
始
ま
っ
て
そ
の
没
年
に
至
る
ま
で
、
常
に
変
わ
ら
ぬ
深
い
交
遊
関
係
で
結
ば
れ
た
同
じ
江
蘇
省

書
應
県
の
劉
管
楠
(
字
は
楚
損
一
七
九
一
-
一
会
五
)
　
の
生
涯
と
ほ
と
ん
ど
重
な
っ
て
お
り
、
若
年
の
頃
か
ら
そ
の
盛
名
を
斉
し
く
し
て
、
当

時
「
楊
州
の
二
劉
」
を
以
て
称
さ
れ
た
と
い
う
。
た
だ
劉
賓
楠
が
そ
の
従
祖
父
の
劉
台
挟
(
字
は
端
臨
一
七
五
一
上
人
〇
五
)
を
始
め
父
の
劉

履
拘
(
字
は
迫
九
　
7
-
一
七
九
五
)
　
に
至
る
ま
で
、
代
々
家
学
を
持
っ
た
家
柄
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
劉
文
浜
の
場
合
は
父
が
医
師
で
あ
っ

た
た
め
、
彼
自
身
が
そ
の
家
学
、
す
な
わ
ち
左
停
学
の
祖
と
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
後
に
俵
徴
の
劉
氏
四
世
(
文
洪
・
統
慈
・
壽
曾
・

師
培
)
と
称
さ
れ
た
所
以
で
あ
る
。
な
お
通
例
、
「
儀
徴
の
劉
氏
」
は
「
賓
應
の
劉
氏
」
と
と
も
に
、
阪
元
を
筆
頭
者
と
す
る
「
楊
州
学
派
」

の
う
ち
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
劉
文
浜
の
父
、
劉
錫
瑜
　
(
字
は
懐
瑾
、
一
に
琢
齋
)
　
は
早
く
に
孤
児
と
な
っ
て
生
活
は
貧
困
を
極
め
た
た
め
、
儒
書
に
易
う
る
に

医
書
を
以
て
し
、
医
術
を
志
し
た
。
や
が
て
経
脈
・
薬
石
の
術
に
精
通
し
た
が
、
市
医
と
利
を
争
う
こ
と
は
せ
ず
、
ま
た
し
ば
し
ば
貧
者
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か
ら
は
代
金
を
受
け
取
ら
な
い
と
い
う
診
療
ぶ
り
の
た
め
、
暮
ら
し
向
き
は
い
っ
こ
う
に
良
く
は
な
ら
ず
、
や
っ
と
そ
の
家
計
に
余
裕
が

生
ま
れ
た
の
は
、
錫
瑜
が
六
十
歳
に
な
っ
た
頃
だ
と
い
う
。
そ
し
て
八
十
歳
に
な
っ
て
始
め
て
往
診
を
断
わ
る
ま
で
現
役
を
続
け
た
の
ち
、

あ
っ
ぱ
れ
九
十
二
歳
の
天
寿
を
全
う
し
た
。
江
涯
の
間
で
は
「
篤
行
の
君
子
」
と
し
て
聞
こ
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
文
浜
は
錫
瑜
の

た
だ
一
人
の
男
子
で
、
そ
の
誕
生
は
父
四
十
一
歳
の
時
で
あ
っ
た
。

劉
錫
瑜
は
、
や
む
を
得
ぬ
こ
と
と
は
い
え
、
自
ら
は
学
問
へ
の
道
を
失
い
、
先
人
の
儒
業
を
受
け
継
が
な
か
っ
た
こ
と
を
不
孝
と
見
な

し
、
そ
の
子
文
浜
に
は
学
問
を
以
て
身
を
立
て
る
こ
と
を
強
く
、
ま
た
厳
し
く
望
ん
だ
。
文
浜
は
そ
の
期
待
に
応
え
、
幼
時
よ
り
聰
明
で

あ
っ
た
。
八
歳
の
時
か
ら
外
侍
に
就
い
て
学
ん
だ
が
、
塾
か
ら
家
に
帰
る
と
、
父
は
そ
の
日
に
習
得
し
た
こ
と
を
目
の
前
で
復
習
さ
せ
、

一
燭
を
尽
く
す
を
常
と
し
た
。
そ
の
時
、
母
の
部
屋
に
は
灯
が
無
く
、
彼
女
は
黙
し
て
座
し
た
ま
ま
、
文
浜
の
諭
声
を
聴
く
の
を
楽
し
み

と
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
十
四
歳
以
降
は
、
揚
州
に
あ
っ
た
梅
花
書
院
に
お
い
て
洪
梧
(
字
は
桐
生
、
安
徽
省
欽
県
の
人
一
七
吾
上
人
一
七
)

か
ら
学
業
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
同
学
に
薛
倖
均
(
字
は
子
駒
、
江
蘇
省
甘
泉
の
人
一
夫
人
工
八
二
九
)
が
い
た
。
そ
の
こ
ろ
或
る
人
が
、

童
劫
に
教
え
れ
ば
収
入
が
得
ら
れ
る
と
勧
め
た
と
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
父
が
不
在
で
あ
っ
た
が
、
母
は
文
浜
の
学
問
が
未
熟
で
あ
る
と
し
て
、

許
可
し
な
か
っ
た
。
彼
女
は
常
々
、
文
浜
に
は
読
書
に
専
心
す
べ
く
、
家
事
に
思
い
を
残
し
て
は
な
ら
ぬ
と
戒
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
科
挙
に
応
じ
る
た
め
の
旅
費
は
、
し
ば
し
ば
母
の
着
物
を
売
る
こ
と
に
よ
っ
て
充
て
ら
れ
た
と
い
う
。
や
が
て
洪
梧
に
従
っ
て
学
ぶ

こ
せ
四
年
、
儀
梧
が
書
院
を
去
.
っ
た
後
、
は
じ
め
て
教
授
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も
家
計
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
喜
び
と
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
母
の
十
八
歳
各
少
の
弟
が
、
後
に
嘉
秋
繁
露
巨
を
著
作
し
、
公
羊
学
者
上
し
て
名
を
残
す
こ
と
に
な
る
凌
曙
(
字
は
暁
標
、

江
蘇
省
江
都
の
人
一
七
七
五
⊥
八
二
九
)
　
で
あ
っ
た
た
め
、
彼
か
ら
も
学
問
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
こ
と
が
当
然
予
想
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
こ
の
舅
氏
を
通
じ
て
多
く
の
学
者
の
知
遇
を
得
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

な
れ
当
時
、
揚
州
の
地
は
交
通
の
要
衝
で
、
文
人
墨
客
の
往
来
が
甚
だ
盛
ん
で
あ
っ
た
と
い
う
。
r
活
儒
學
案
」
巻
一
百
五
十
二
・
孟
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昭
學
案
に
は
「
孟
昭
交
汝
」
と
し
て
、

玩
元
　
(
字
は
伯
元

包
世
臣
(
字
僧
侶
伯

正
喜
筍
(
字
は
孟
慈

陳
立
　
(
字
は
卓
人

張
穆
　
(
字
は
石
川

包
世
菜
　
(
字
は
季
懐

挑
配
中
　
(
字
は
仲
虞

江
蘇
省
俵
徴
の
人

安
徽
省
注
の
入

江
蘇
省
甘
泉
の
入

江
蘇
省
句
容
の
人

山
西
省
平
定
の
人

安
徽
省
浬
の
人

安
徽
省
娃
徳
の
人

一
票
四
上
人
冤
)

一
七
芸
土
釜
五
)

一
七
八
一
T
l
一
八
四
七
)

一
八
〇
九
-
一
会
九
)

一
八
〇
五
-
一
八
四
九
)

一
七
八
四
-
一
八
二
六
)

一
七
九
二
-
一
人
国
四
)

黄
承
書
(
字
は
謙
牧

沈
欽
韓
　
(
字
は
小
苑

丁
妾
　
(
字
は
倫
卿

劉
賓
楠
　
(
字
は
楚
積

層
士
琳
(
字
は
著
香

色
憤
言
　
(
字
は
孟
開

江
蘇
省
江
都
の
入

江
蘇
省
呉
の
入

江
蘇
省
山
陽
の
入

江
蘇
省
賓
應
の
入

江
蘇
省
甘
泉
の
人

安
徽
省
淫
の
人

一
七
七
千
一
八
四
二
)

一
七
呈
上
会
一
)

一
七
九
四
-
一
会
五
)

一
七
九
丁
一
会
五
)

一
七
七
国
土
会
三
)

と
い
っ
た
学
者
の
名
を
列
挙
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
当
時
の
学
術
界
の
巨
頭
で
あ
っ
た
同
郷
の
玩
元
の
二
十
六
歳
年
長
は
別
格
と

し
て
、
張
穆
の
十
七
歳
、
黄
承
書
の
十
六
歳
、
沈
欽
韓
・
羅
士
琳
の
十
五
歳
、
包
世
臣
の
十
四
歳
、
そ
れ
ぞ
れ
劉
文
浜
よ
り
年
長
で
あ
る

の
を
除
け
ば
、
こ
こ
に
名
が
挙
が
っ
て
い
な
い
他
の
交
遊
を
含
め
て
、
そ
の
多
く
が
同
性
代
の
学
者
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
弟
子
の
陳
立

の
み
が
二
十
歳
年
少
で
あ
る
。
劉
文
浜
が
右
に
挙
げ
た
う
ち
の
先
輩
学
者
か
ら
「
乾
嘉
の
学
」
の
遺
産
を
継
承
し
て
い
る
ご
と
は
申
す
ま

で
も
な
い
が
、
し
か
し
そ
の
学
問
形
成
は
、
主
と
し
て
同
世
代
の
人
々
と
の
間
に
お
け
る
切
磋
琢
磨
に
よ
っ
た
部
分
が
大
き
い
の
で
は
な

(
1
)

い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
象
徴
す
る
の
が
、
以
下
に
紹
介
す
る
有
名
な
逸
話
で
あ
る
。

道
光
八
年
(
一
八
二
人
)
の
秋
、
劉
文
洪
四
十
歳
の
時
の
こ
と
、
省
武
を
受
験
す
べ
く
金
陵
に
赴
い
た
が
、
こ
の
と
き
同
宿
と
な
っ
た
の
が
、

や
は
り
省
武
に
応
じ
る
た
め
金
陵
に
集
っ
た
劉
賓
楠
を
は
じ
め
梅
植
之
(
字
は
蕗
生
、
江
蘇
省
江
都
の
人
一
七
九
四
⊥
八
四
三
)
・
包
慣
言
・

柳
興
恩
(
字
は
賓
叔
、
江
蘇
省
丹
徒
の
人
一
七
九
五
⊥
八
八
〇
)
、
そ
し
て
陳
立
で
あ
っ
た
。
か
ね
て
よ
り
文
洪
・
賓
楠
の
二
劉
は
、
唐
人
の
「
十

三
鐙
注
疏
」
に
混
乱
の
多
い
こ
と
を
不
満
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
『
尚
書
』
・
『
爾
雅
㌔
そ
し
て
享
皿
子
』
に
は
す
で
に
そ
れ
ぞ
れ

江
聾
　
(
字
は
鯨
蒔
、
江
蘇
省
呉
の
人
　
一
七
三
上
七
九
九
)
　
の
　
『
尚
書
集
注
音
疏
』
十
三
巻
、
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孫
星
宿
(
字
は
伯
淵
、
江
蘇
省
陽
湖
の
人
一
七
五
三
-
天
一
人
)
　
の
『
尚
書
今
古
文
注
疏
』
三
十
巻
、

郡
晋
滴
(
字
は
二
雲
、
斬
江
省
令
槽
の
人
一
七
望
⊥
七
突
)
　
の
『
爾
雅
正
義
二
一
十
巻
、

邦
菰
行
(
字
は
蘭
皐
、
山
東
省
棲
霞
の
人
一
芸
七
⊥
八
二
五
)
　
の
『
爾
雅
義
疏
』
十
九
巻
、

焦
循
　
(
字
は
里
同
、
江
蘇
省
甘
泉
の
人
一
塁
丁
一
八
二
〇
)
　
の
『
孟
子
正
義
二
二
十
巻

と
い
う
よ
う
に
、
清
朝
考
証
学
の
成
果
を
踏
ま
え
た
、
い
わ
ば
清
朝
の
「
新
疏
」
が
著
作
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
は
、
我
々
も
ま
た
こ
れ
ら

先
学
の
著
作
に
続
け
る
べ
く
、
残
り
の
経
書
に
対
す
る
「
新
疏
」
を
作
成
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
劉
賓
楠
は
惑
語
』
を
、
柳
輿
恩
は

『
穀
梁
侍
』
を
、
陳
立
は
『
公
羊
侍
』
を
、
そ
し
て
劉
文
浜
が
差
侍
』
を
担
当
す
る
約
が
成
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
二

劉
は
こ
の
時
よ
り
以
前
に
す
で
に
差
侍
』
と
惑
語
L
の
分
担
を
約
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
れ
に
他
の
者
が
同
調
し
た
と
い
う

の
が
事
実
に
近
い
で
あ
ろ
う
か
。

周
知
の
よ
う
に
、
後
世
こ
の
約
は
志
語
正
義
』
・
感
染
春
秋
大
義
述
』
・
『
公
羊
義
疏
L
と
し
て
果
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
ひ

と
り
劉
文
浜
の
扁
秋
左
民
情
薯
注
疏
譚
』
の
み
が
未
完
成
に
終
わ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
主
た
る
原
因
と
し
て
先
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、

な
に
よ
り
も
差
俸
』
自
体
の
分
量
の
多
さ
で
あ
ろ
う
。
差
侍
』
に
次
い
で
大
部
な
痘
記
』
に
も
、
つ
い
に
「
新
疏
」
が
作
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
が
、
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
約
の
成
っ
て
幾
ば
く
も
な
い
頃
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
劉
文
洪
が
沈
欽
韓
に
宛
て
た
手

紙
の
中
で
二
草
稿
は
ほ
ぼ
出
来
上
が
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
期
す
る
に
十
年
の
功
を
以
て
す
れ
ば
完
成
さ
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
述
べ
て

い
る
が
、
ま
こ
と
に
遺
憾
な
が
ら
事
は
そ
の
よ
う
に
は
運
ば
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
っ
と
も
『
論
語
正
義
』
の
場
合
も
、
そ
の
事
情
に
そ
れ
ほ
ど
違
い
は
無
か
っ
た
と
い
え
よ
う
か
。
.
こ
の
書
も
完
成
を
目
前
に
し
て
劉

賓
楠
は
道
山
に
帰
し
て
し
ま
い
、
遺
志
を
継
い
だ
次
子
の
劉
恭
晃
(
字
は
公
挽
一
会
甲
上
人
八
四
)
に
よ
っ
て
や
っ
と
完
成
さ
れ
、
そ
の
写

定
を
終
え
た
の
は
劉
賓
楠
の
没
後
十
年
の
同
治
四
年
(
真
玉
)
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
金
陵
の
約
」
か
ら
実
に
二
手
七
年
H
の
こ
と
で
あ
る
。

(
2
)

し
か
も
そ
の
刊
行
は
さ
ら
に
十
午
後
の
光
緒
初
年
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
な
お
先
に
紹
介
し
た
「
金
陵
の
約
」
の
逸
話
は
、
劉
恭
晃
の
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r
論
語
正
義
」
後
序
と
、
当
事
者
で
も
あ
っ
た
陳
立
の
手
に
な
る
　
r
論
語
正
義
し
序
等
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
ま
た
陳
立
自
身
の
　
r
公
羊
義
琉
し
　
の
刊
行
も
、
や
は
り
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
原
稿
そ
の
も
の
は
　
『
論
語
正
義
L
写

定
の
頃
に
は
ほ
ぼ
同
様
に
完
成
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
三
年
後
の
陳
立
の
死
に
及
ん
で
も
、
刊
行
さ
れ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
r
公
羊
義
疏
」
を
も
収
録
し
た
王
先
謙
(
字
は
益
吾
、
湖
南
省
長
抄
の
人
一
八
四
ニ
ー
五
七
)
編
纂
の
「
皇
清
経
解
積
編
」

が
完
刻
さ
れ
た
の
は
、
光
緒
十
四
年
(
一
八
八
人
)
　
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
に
お
け
る
著
述
と
そ
の
出
版
は
、
我
々
の
想
像
以
上
に
厳
密
で
、

し
か
も
因
辻
で
あ
っ
た
の
だ
。

と
こ
ろ
で
、
劉
文
浜
は
五
十
歳
前
後
の
頃
か
と
思
わ
れ
る
が
、
同
郷
の
先
達
、
玩
元
と
の
交
遊
が
始
ま
り
、
阪
元
の
委
嘱
で
、
そ
の
子

の
劉
兢
定
等
と
と
も
に
　
r
宋
元
鑓
江
府
志
」
　
の
校
訂
と
校
勘
記
作
成
の
事
業
に
携
わ
り
、
つ
い
で
　
『
菖
唐
書
』
　
の
校
訂
と
校
勘
記
作
成
、

さ
ら
に
は
　
r
俵
徴
願
志
L
等
の
編
纂
に
も
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
仕
事
が
、
以
後
没
年
近
く
に
至
る
ま
で
続
け
ら
れ
た

よ
う
で
、
あ
る
い
は
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
　
r
左
博
し
研
究
に
専
心
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
を
　
『
菖
注
疏
謹
』
未

完
の
一
因
に
挙
げ
て
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
他
に
も
、
劉
文
浜
が
校
讐
に
精
密
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
他
人
の
書
物
の
校
勘
を
依
頼

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
ま
た
同
郷
の
先
輩
や
亡
友
の
遺
稿
が
世
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
こ
れ
ら
の
遺
稿
の
整
理
と
そ
の
刊
行

の
た
め
の
醍
金
を
募
る
と
い
っ
た
、
自
分
の
仕
事
以
外
に
も
あ
れ
こ
れ
と
心
を
砕
き
、
時
間
を
費
や
す
五
十
代
以
降
の
日
々
で
あ
っ
た
。

成
豊
三
年
、
太
平
天
国
の
乱
が
起
こ
り
、
揚
州
城
が
陥
落
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
一
生
の
お
お
む
ね
を
揚
州
の
地
で
過
ご
し
た
劉
文

浜
は
、
難
を
郡
伯
に
避
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
時
、
友
人
の
揚
亮
(
字
は
季
子
、
江
蘇
省
甘
泉
の
人
一
七
九
七
上
人
塁
)
　
は
絶
食
し

て
死
に
、
す
で
に
老
齢
で
あ
っ
た
包
世
臣
は
難
を
避
け
る
途
中
に
没
し
、
羅
士
琳
は
賊
の
殺
す
と
こ
ろ
と
な
っ
た
と
い
う
。
翌
年
、
乱
が

収
復
さ
れ
た
後
、
揚
州
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
の
、
首
筋
に
で
き
た
癖
が
原
因
で
、
劉
文
浜
は
唐
突
に
そ
の
死
を
迎
え
る
こ
と
に
な

る
。
父
劉
錫
瑜
の
九
十
三
歳
の
長
寿
を
思
う
と
き
、
あ
る
い
は
当
人
も
予
想
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
か
く
し
て
や

む
な
く
大
業
の
完
成
は
そ
の
子
の
劉
兢
根
、
そ
し
て
さ
ら
に
は
孫
の
劉
壽
曾
・
貴
曾
に
託
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
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節
に
述
べ
る
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
劉
文
浜
は
科
挙
に
応
ず
る
こ
と
十
四
度
、
つ
い
に
登
第
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
劉
賓
楠
も
ま
た
同
じ
く
科
挙

に
応
ず
る
こ
と
十
余
度
、
し
か
し
彼
の
方
は
道
光
二
十
年
、
そ
の
五
十
歳
の
時
、
と
う
と
う
進
士
出
身
を
賜
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
子
の
劉

恭
晃
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
　
這
語
正
義
』
と
、
子
そ
し
て
孫
の
代
に
至
っ
て
も
未
完
成
に
終
わ
っ
た
　
『
左
倖
菖
注
疏
謡
L
と
い
う
二
劉

の
対
照
に
、
深
い
感
慨
の
念
を
催
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
劉
文
浜
が
友
人
江
穀
(
字
は
小
城
、
江
蘇
省
儀
徴
の
人
　
三
九
四
上
人
天
)
　
の
た
め

に
書
い
た
「
文
學
江
君
侍
」
に
お
い
て
、
「
今
の
世
に
は
科
挙
速
化
の
學
有
り
て
、
皆
な
経
に
通
じ
古
を
學
ぶ
を
達
と
為
す
」
　
(
三
日
渓
蕾

(
3
)

屋
文
集
し
巻
八
)
　
と
述
べ
る
言
葉
は
、
彼
自
身
の
学
問
の
性
格
を
象
徴
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

(
1
)
た
と
え
ば
、
劉
賓
楠
と
の
交
遊
が
始
ま
っ
た
頃
の
こ
と
を
回
顧
し
て
、
文
浜
は
「
余
、
弱
冠
よ
り
後
、
里
中
の
薛
子
韻
(
薛
倖

均
)
・
浬
の
包
季
懐
(
包
世
菜
)
・
包
孟
開
(
包
慣
言
)
・
旋
徳
の
挑
仲
虞
(
挑
配
中
)
・
丹
徒
の
柳
賓
叔
(
柳
輿
恩
)
と
綻

史
を
法
由
見
す
。
楚
槙
、
因
り
て
諸
君
と
交
は
る
を
得
、
相
輿
に
切
磋
し
て
友
朋
の
極
欒
を
為
す
」
と
述
べ
て
い
る
　
(
「
題
江
潅

聰
宅
園
序
」
『
青
渓
菖
屋
文
集
L
巻
四
)
。

あ
る
い
は
ま
た
、
丁
星
が
劉
賓
楠
「
楚
桟
詩
文
集
」
に
寄
せ
た
序
に
、
「
常
時
、
二
劉
の
目
有
り
。
二
君
は
既
に
余
と
同
語

な
り
。
孟
曙
は
余
に
長
ず
る
こ
と
五
歳
、
楚
損
は
余
に
長
ず
る
こ
と
三
歳
、
交
は
り
は
久
し
く
し
て
且
つ
敬
す
。
潅
(
安
)
と
揚

(
州
)
と
は
相
距
た
る
こ
と
三
百
里
な
る
も
、
書
翰
往
来
し
、
皆
な
間
學
を
以
て
相
切
劇
〔
切
磋
琢
磨
〕
す
。
大
比
〔
科
挙
〕
　
の

歳
に
至
る
毎
に
、
省
令
〔
省
都
〕
　
に
朱
首
し
、
朝
夕
過
従
し
、
或
は
公
車
に
同
行
し
、
講
貫
〔
研
究
〕
　
に
虚
目
無
し
」
.
と
い
う

記
述
が
あ
る
。

さ
ら
に
は
ま
た
、
丁
妾
が
『
檀
記
聞
注
L
を
著
し
た
と
き
、
劉
文
洪
が
「
貢
公
彦
の
俵
培
・
周
培
坑
に
皆
な
r
擢
日
L
と
稀

す
る
は
、
鄭
注
を
拝
せ
る
を
謂
ふ
。
い
ま
子
も
亦
た
郷
の
意
を
解
繹
す
る
に
、
何
ぞ
r
繹
注
し
と
日
は
ざ
る
」
と
助
言
し
た
た
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め
、
こ
れ
を
是
と
し
て
丁
貴
は
遥
記
繹
注
』
と
名
を
改
め
た
と
い
う
(
遥
記
繹
注
』
序
)
。
同
学
の
士
が
互
い
に
意
見
を
交

t
換
し
、
研
鎗
し
合
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
で
あ
ろ
う
。

(
2
)
　
通
説
で
は
「
論
語
正
義
L
は
同
治
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
劉
文
輿
或
楚
損
先
生
年
譜
㌔

近
く
は
近
藤
春
雄
氏
r
中
国
学
芸
大
事
典
L
(
大
修
館
書
店
一
九
七
八
年
)
等
。
し
か
し
こ
れ
が
誤
兄
で
あ
り
、
そ
の
刊
刻

は
光
緒
初
年
に
ま
で
降
る
こ
と
は
、
か
つ
て
藤
塚
郊
氏
惑
語
総
説
』
(
弘
文
堂
一
九
四
九
年
)
が
四
証
を
挙
げ
て
詳
説
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
3
)
　
成
豊
三
年
二
月
、
太
平
天
国
の
乱
を
避
け
て
郡
伯
に
移
り
住
ん
だ
劉
文
浜
は
、
そ
の
年
の
十
二
月
十
日
、
市
場
の
古
本
屋
で

偶
然
に
「
漢
延
真
西
…
獄
華
山
廟
碑
」
の
拓
本
を
発
見
し
、
こ
れ
を
購
入
し
た
。
劉
文
浜
は
そ
の
感
激
を
、
「
晨
夕
に
展
玩
し
て
は
、

遂
に
憂
ひ
を
忘
る
る
に
至
る
。
天
は
殆
ど
余
の
衰
老
を
憐
れ
み
、
柳
か
此
を
以
て
罵
秋
寂
実
の
時
を
慰
籍
せ
ん
と
す
る
か
。
抑

く
ら
み
か
く

そ
も
神
物
に
は
知
有
り
。
久
し
く
故
紙
の
堆
中
に
　
晦
れ
た
れ
ば
、
余
の
竪
別
を
し
て
其
の
頓
智
〔
め
ず
ら
し
き
た
か
ら
〕

を
著
さ
し
め
ん
と
欲
す
る
な
り
」
(
「
漢
延
喜
西
嶽
菅
山
碑
苦
拓
本
按
」
青
渓
菖
屋
文
集
L
巻
七
)
と
記
し
て
い
る
。
か
か
る

国
難
の
状
況
に
あ
っ
て
も
、
劉
文
浜
の
関
心
は
ひ
た
す
ら
書
物
の
中
へ
と
向
か
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

二
　
割
文
浜
の
学
問
と
著
述

本
節
で
は
劉
文
浜
の
学
問
を
、
そ
の
著
述
を
通
し
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
が
、
そ
の
前
に
、
彼
の
学
問
形
成
の
初
期
に
少
な
か
ら
ぬ
影

響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
三
人
の
人
物
、
洪
梧
・
包
世
臣
・
凌
曙
に
つ
い
て
略
説
し
て
お
き
た
い
。

先
ず
劉
文
洪
が
梅
花
書
院
で
教
え
を
受
け
た
洪
梧
(
一
七
五
〇
⊥
八
五
は
、
字
は
桐
生
、
安
徽
省
欽
県
の
人
で
、
乾
隆
五
十
五
年
に
進
士

と
な
っ
た
。
翰
林
院
編
集
を
授
け
ら
れ
、
勅
を
奉
じ
て
萎
唐
詩
』
纂
修
の
事
業
に
参
画
し
、
出
で
て
山
東
折
州
府
の
知
事
と
な
り
、
後

に
協
州
の
梅
花
書
院
に
講
じ
て
い
る
。
著
書
に
易
銭
こ
一
巻
が
有
っ
た
と
い
う
。
劉
文
浜
が
梅
花
書
院
に
至
っ
た
の
は
嘉
慶
七
年
、
彼
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が
十
四
歳
の
時
の
こ
と
で
、
洪
梧
は
こ
の
時
五
十
三
歳
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
舅
氏
凌
曙
の
勧
め
で
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
達
曙
自
身

も
ま
た
洪
梧
に
教
え
を
乞
う
て
い
る
の
で
あ
る
。
後
、
嘉
慶
二
十
二
年
に
洪
槽
が
没
し
た
際
、
受
業
生
が
「
祭
洪
桐
生
師
文
」
を
も
の
し

て
お
り
、
そ
こ
に
は
包
世
臣
・
習
慣
典
・
凌
曙
・
包
世
柴
・
薛
停
均
に
続
け
て
、
最
後
に
劉
文
浜
の
名
が
見
え
て
い
る
。

そ
し
て
凌
曙
は
、
そ
の
最
初
の
著
作
『
四
書
典
故
安
』
に
洪
椿
の
序
文
を
頂
い
て
い
る
が
、
彼
の
名
を
不
朽
な
ら
し
め
た
1
春
秋
繁
露

注
』
は
、
洪
梧
の
助
言
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
こ
と
を
、
や
は
り
洪
梧
自
身
の
手
に
成
る
「
春
秋
繁
露
注
』
序
に
よ
っ
て
伺
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
凌
曙
の
学
問
形
成
に
と
っ
て
、
洪
梧
は
か
な
り
重
要
な
人
物
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
劉
文
浜
が
洪
椿
か
ら
如
何
な
る
影
響
を
受
け
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
い
ま
ひ
と
つ
審
ら
か
で
は
な
い
。
先
の
『
四

書
典
故
要
し
序
に
よ
る
と
、
洪
梧
が
梅
花
書
院
に
講
ず
る
や
、
「
諸
生
と
通
経
の
學
を
焉
さ
ん
と
欲
し
、
首
に
公
羊
通
鎧
・
周
官
六
聯
表
説
、

及
び
論
孟
水
地
通
繹
・
儀
檀
十
七
篇
節
目
詳
致
・
左
侍
五
十
凡
論
・
詩
経
通
種
を
纂
せ
し
め
」
た
と
自
ら
の
教
授
要
領
を
述
べ
て
い
る
。

洪
梧
が
梅
花
書
院
を
去
っ
た
の
は
嘉
慶
十
一
年
の
こ
と
で
、
教
え
を
受
け
た
四
年
間
に
、
劉
文
浜
は
お
そ
ら
く
経
書
全
般
に
亘
る
学
問
の

基
礎
を
習
得
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
洪
梧
の
蔵
書
は
極
め
て
豊
富
で
あ
っ
た
と
い
う
。
凌
曙
や
劉
文
浜
を
始
め
と
す
る
貧
書
生
に
は
ま

こ
と
に
有
難
い
存
在
で
あ
っ
た
。

嘉
慶
九
年
、
劉
文
浜
は
ま
た
凌
曙
を
介
し
て
安
徽
省
浬
県
の
包
世
臣
(
字
は
慣
伯
一
七
七
五
上
会
五
)
　
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
こ
の

.

包
世
臣
の
交
遊
関
係
は
極
め
て
広
く
、
洪
梧
と
も
親
交
が
有
っ
て
、
凌
曙
の
学
問
に
も
強
い
影
響
を
与
え
た
人
物
で
あ
る
が
、
彼
は
ま
た

劉
文
浜
が
頴
敏
誠
撲
に
し
て
善
く
書
物
を
読
む
の
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
。
そ
し
て
凌
曙
に
は
鄭
氏
鐙
を
、
ま
た
劉
文
浜
に
は
毛
・
鄭
詩
を

治
め
る
こ
と
を
助
言
し
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
嘉
慶
十
三
年
、
後
に
『
學
詩
識
小
録
L
・
r
毛
詩
桂
放
し
を
著
す
彼
の
弟
の

包
世
菜
、
さ
ら
に
は
族
子
の
包
慣
言
と
い
っ
た
、
同
世
代
の
俊
秀
と
知
り
合
う
こ
と
に
な
る
。
劉
文
洪
自
身
の
述
懐
に
よ
る
と
、
二
十
歳

の
時
、
友
人
か
ら
「
毛
詩
疏
L
を
借
り
て
書
写
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
友
人
と
は
あ
る
い
は
包
世
条
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な

い
。
以
後
、
順
次
「
十
三
経
注
疏
」
全
体
へ
と
劉
文
浜
の
学
問
は
進
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
包
世
臣
は
、
若
年
の
学
者
の
才
能
を
見
抜
き
、
そ
の
人
に
ふ
さ
わ
し
い
同
学
の
士
を
紹
介
す
る
こ
と
を
得
意
と
し
た
人
物

で
あ
る
受
っ
だ
。
な
お
支
偉
成
r
活
代
撲
學
大
師
列
停
L
で
は
、
包
世
臣
は
「
治
事
學
家
(
も
と
経
済
學
家
と
題
さ
れ
て
い
た
)
」
に
列
せ

ら
れ
て
い
る
。
実
学
に
重
き
を
置
い
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。
晩
年
に
そ
の
著
作
r
管
情
三
義
」

し
て
r
彗
舟
望
輯
L
を
合
わ
せ
て
r
安
呉
四
種
L
と
し
て
刊
刻
し
て
い
る
。

r
奔
民
四
術
L
・
r
中
衛
一
勺
L
、
そ

さ
て
以
上
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
舅
氏
の
.
凌
曙
は
洪
梧
・
包
世
臣
の
二
人
以
上
に
、
劉
文
浜
の
学
問
形
成
の
初

期
に
あ
っ
て
重
要
な
人
物
で
あ
っ
た
。
桂
文
燦
(
字
は
子
白
一
八
四
九
⊥
入
会
)
の
屈
學
博
采
録
L
巻
五
に
は
.
「
其
の
學
は
賓
に
上
舎
(
凌

曙
)
よ
り
す
」
と
い
う
記
述
が
見
え
る
。
た
だ
、
具
体
的
な
学
問
上
の
影
響
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
実
は
あ
ま
り
明
確
で
は
な
い
。

「
春
秋
学
」
と
い
う
点
で
共
通
す
る
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
凌
曙
が
清
朝
に
お
け
る
代
表
的
な
公
羊
学
者
で
あ
っ
た
の
に
対

し
て
、
劉
文
浜
の
学
問
は
言
う
ま
で
も
な
く
r
左
停
L
を
中
心
に
据
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
後
年
の
道
光
十
年
、
亡
き
凌
曙
の
藁
羊
鎧

疏
し
の
た
め
に
劉
文
浜
は
沈
欽
韓
に
序
文
を
依
頼
し
て
い
る
が
、
そ
の
少
し
前
の
沈
欽
韓
の
来
書
に
は
、
「
貴
君
の
尊
舅
が
劉
逢
禄
と
い
っ

た
輩
の
誤
る
所
と
な
り
、
公
羊
に
溺
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
貴
君
が
ひ
と
り
そ
の
余
波
に
染
ま
っ
て
い
な
い
の
は
、
ま
こ
と
に
卓
越
し

た
見
識
で
あ
る
」
と
称
讃
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
劉
文
浜
の
学
問
が
凌
曙
の
公
羊
学
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
凌
曙
の
公
羊
学
が
郷
玄
の
踵
学
か
ら
出
発
し
て
、
そ
れ
以
前
に
は
無
か
っ
た
最
初
の
嘉
秋
繁
露
』
の
注

釈
書
を
完
成
さ
せ
、
つ
い
で
石
羊
檀
疏
L
・
『
公
羊
檀
説
』
を
著
作
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
祀
学
」
を
基
本
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
実

事
求
是
」
を
旨
と
し
た
学
問
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
舅
と
甥
と
を
繋
ぐ
太
い
杵
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
幼
少
よ
り
聡
明
で
あ
っ
た
劉
文
浜
に
凌
曙
が
期
待
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
く
、
若
年
の
頃
か
ら
貧
困
で
常
師
と
て
無
い
苦
労
を
知

り
尽
く
し
た
凌
曙
自
身
が
、
同
じ
よ
う
な
境
遇
に
あ
る
甥
に
対
し
て
、
い
ろ
い
ろ
と
目
を
掛
け
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
劉
文
浜
も

ま
た
終
始
舅
氏
に
対
す
る
敬
意
を
失
わ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
凌
曙
の
多
数
の
著
作
に
対
し
て
序
文
を
書
き
、
そ
の
著
作
を
集
め
た
「
斐
雲

閣
凌
氏
叢
書
」
を
刻
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
容
易
に
了
解
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
後
年
、
凌
曙
の
没
し
た
後
、
今
度
は
そ
の
遺
児
の
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面
倒
を
見
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
劉
文
浜
の
学
問
形
成
の
初
期
に
係
わ
り
の
あ
る
人
物
を
中
心
に
述
べ
て
き
た
が
、
以
下
で
は
、
劉
文
浜
の
著
作
を
通
し
て
、
そ

の
ほ
か
の
交
遊
関
係
に
も
言
及
し
っ
つ
、
彼
の
学
問
の
性
格
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

(
こ
春
秋
左
氏
偉
菖
注
疏
譚

未
完
に
終
わ
っ
た
　
『
春
秋
左
氏
侍
蕾
注
疏
譚
』
　
で
は
あ
る
が
、
劉
文
浜
の
学
問
の
性
格
は
何
よ
り
も
こ
の
書
物
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な

る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
始
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

さ
て
『
春
秋
左
氏
倖
菖
注
疏
譚
』
は
ど
の
よ
う
な
方
針
の
も
と
に
著
述
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲

の
劉
恭
冤
『
論
語
正
義
』
後
序
が
述
べ
る
と
こ
ろ
が
大
い
に
参
考
と
な
る
。
こ
こ
に
は
還
豊
川
正
義
』
著
作
の
基
本
方
針
が
次
の
よ
う
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

焦
氏
の
孟
子
正
義
を
作
り
し
法
に
依
り
、
先
づ
長
編
を
為
り
て
数
十
巨
冊
を
得
た
り
。
次
い
で
乃
ち
百
草
し
て
之
れ
を
折
衷
し
、
専

己
の
学
を
為
さ
ず
、
亦
た
漢
宋
門
戸
の
兄
を
分
か
つ
を
欲
せ
ず
。
凡
そ
聖
道
を
発
揮
し
、
典
礼
を
証
明
し
、
実
事
求
是
を
期
す
る
を

以
て
す
る
の
み
。

こ
れ
に
よ
る
と
　
『
論
語
正
義
』
は
焦
楯
の
　
『
孟
子
正
義
』
　
に
範
を
取
り
、
先
ず
「
長
編
」
を
作
り
、
こ
れ
を
も
と
に
取
捨
選
択
を
加
え

て
要
点
を
ま
と
め
る
。
そ
の
際
に
漢
学
・
宋
学
の
学
派
の
別
に
は
と
ら
わ
れ
ず
、
あ
く
ま
で
も
「
実
事
求
是
」
を
期
し
た
と
述
べ
る
も
の

で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
長
編
」
と
は
、
も
と
も
と
編
年
史
を
編
纂
す
る
に
当
た
り
、
先
ず
諸
文
献
か
ら
資
料
を
収
集
し
、
こ
れ
を
事
件
・

年
次
に
よ
っ
て
配
列
し
た
ま
ま
の
書
物
、
い
わ
ば
生
の
資
料
群
を
指
す
も
の
で
、
司
馬
光
が
「
菅
治
通
鑑
L
を
編
纂
す
る
に
先
だ
っ
て
.
r
資

治
通
鑑
長
編
』
を
作
っ
た
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
ま
た
段
玉
裁
が
「
説
文
解
字
注
し
　
三
十
巻
を
著
作
す
る
に
際
し
て
も
、

そ
の
「
長
編
」
と
し
て
の
『
説
文
解
字
讃
』
五
百
四
十
巻
を
準
備
し
た
と
い
う
例
を
挙
げ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
『
春
秋
左
氏
侍
等
法
統
詔
L
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も
ま
た
こ
の
方
針
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
前
節
で
も
紹
介
し
た
劉
文
浜
の
沈
欽
韓
宛
書
簡
の
中
で
、
「
草
稿
は
租
は
就
り
た
れ
ば
、
期
す
る
に
十
年
の
功
を
以
て
す

れ
ば
、
或
い
は
此
を
成
す
べ
し
」
と
い
う
「
草
稿
」
と
は
、
こ
の
「
長
編
」
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
劉
兢
-
棍
「
先
考
行
略
」
(
遠
義
堂

文
集
L
巻
六
)
　
に
よ
る
と
、
「
蕾
注
疏
譚
」
長
編
は
八
十
巻
で
あ
っ
た
と
い
う
。

し
か
ら
ば
r
菖
注
疏
記
し
長
編
を
作
成
す
る
に
当
た
り
、
劉
文
浜
は
如
何
な
る
考
え
の
も
と
に
資
料
を
収
集
し
た
の
か
。
そ
れ
を
知
る

に
は
、
劉
文
洪
自
身
の
語
る
言
葉
を
聞
く
に
し
く
は
な
い
。
三
た
び
沈
欽
韓
宛
書
簡
で
あ
る
。
こ
の
手
紙
は
道
光
十
年
前
後
に
書
か
れ
た

と
推
定
さ
れ
る
か
ら
、
「
金
陵
の
約
」
の
成
っ
た
二
年
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
′
や
や
長
文
で
は
あ
る
が
、
劉
文
浜
の
主
張
が
明
確
に
語

ら
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
に
紹
介
し
た
い
。

前
歳
、
尊
著
r
左
侍
補
注
L
を
得
て
、
巳
に
副
本
を
録
し
、
披
き
尋
ぬ
る
こ
と
再
四
な
り
。
窺
か
に
欺
ず
る
に
、
『
左
氏
』
の
義
は

杜
征
南
〔
杜
預
〕
　
の
焉
め
に
剥
蝕
せ
ら
る
る
こ
と
巳
に
久
し
、
と
。
先
生
、
雲
を
披
き
霧
を
招
き
、
學
に
従
ふ
の
士
を
し
て
復
た
白

、
つ
ち
え
ぐ
つ

日
を
親
し
む
る
は
、
其
の
功
た
る
や
盛
ん
な
り
。
杜
注
を
覆
勘
す
る
に
、
眞
に
痘
痕
の
横
に
生
ず
る
を
覚
ゆ
。
其
の
楯
や
観
覧
す
べ

き
も
の
は
、
皆
な
是
れ
貫
・
服
の
菖
説
な
り
。
洪
椎
存
〔
洪
亮
吉
　
江
蘇
省
陽
湖
の
人
一
責
ハ
⊥
八
〇
九
〕
大
史
の
『
左
侍
話
し
一
書

は
、
杜
氏
の
貢
・
服
を
剃
襲
す
る
も
の
に
於
て
、
條
ご
と
に
學
げ
件
ご
と
に
繋
く
れ
ば
、
杜
氏
は
巳
に
能
く
其
の
醜
を
掩
ふ
美
し
。

然
れ
ど
も
猶
は
未
だ
全
か
ら
ざ
る
に
苦
し
む
。

文
浜
、
寿
昭
の
「
國
語
L
注
を
検
閲
す
る
に
、
其
の
杜
氏
の
襲
取
す
る
所
と
為
る
も
の
、
正
に
復
た
少
な
か
ら
ず
。
夫
の
章
氏
の
注

は
、
自
ら
己
が
意
を
出
だ
す
も
の
を
除
き
、
鈴
は
皆
な
貫
・
服
・
鄭
君
の
菖
説
な
り
。
杜
氏
の
掩
取
の
賊
譚
は
頗
る
多
し
。
窺
か
に

自
ら
を
ば
量
ら
ず
、
『
左
氏
疏
詳
し
を
烏
ら
ん
こ
と
を
思
ひ
、
『
左
氏
』
の
原
文
を
取
り
、
次
に
依
り
て
排
比
し
、
先
づ
は
貢
・
服
・

鄭
君
の
注
を
取
り
て
疏
通
譚
明
す
。
凡
そ
杜
氏
の
排
撃
す
る
所
の
も
の
は
之
れ
を
糾
正
し
、
剃
襲
す
る
所
の
も
の
は
之
れ
を
表
明
す
。

其
の
章
氏
を
襲
用
す
る
も
の
も
、
亦
た
〓
之
れ
を
疏
記
す
。
他
の
五
経
異
義
L
に
載
す
る
所
の
杜
氏
の
説
の
如
き
は
、
皆
な
『
左
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氏
』
の
先
師
に
本
づ
く
。
『
説
文
』
引
く
所
の
『
左
侍
』
も
亦
た
古
文
家
の
説
な
り
。
『
漢
書
』
五
行
志
に
載
す
る
所
の
劉
子
駿
の
説

は
皆
な
『
左
氏
』
一
家
の
學
な
り
。
又
た
『
周
鎧
』
・
『
穏
記
』
の
疏
に
引
く
所
の
『
左
侍
』
注
の
、
姓
名
を
載
せ
ず
し
て
杜
注
と

異
な
る
も
の
も
、
亦
た
貢
・
服
の
蕾
説
な
り
。
凡
そ
此
の
若
き
も
の
は
皆
な
「
注
」
と
為
し
て
、
之
れ
が
申
明
を
為
す
。

「
疏
」
中
に
載
す
る
所
は
、
尊
著
の
十
に
其
の
六
を
取
る
。
其
の
顧
(
炎
武
)
・
恵
(
棟
)
の
『
補
注
㌔
及
び
王
懐
祖
〔
王
念
孫
〕
・

王
伯
申
〔
王
引
之
〕
・
焦
里
堂
〔
焦
循
〕
　
の
諸
君
子
の
説
の
乗
る
べ
き
も
の
は
、
成
な
輿
に
登
列
す
。
皆
な
其
の
姓
氏
を
蘇
ら
か
に

し
て
、
以
て
元
凱
〔
杜
預
〕
・
沖
遠
〔
孔
穎
達
〕
　
の
襲
取
の
矢
を
矯
す
。
末
に
始
め
て
下
す
に
己
が
普
首
以
て
し
、
其
の
従
ふ
と
遠

へ
る
と
を
定
む
。

『
左
氏
』
　
の
例
の
『
公
』
・
『
穀
』
に
異
な
る
が
若
き
に
至
り
て
は
、
貫
・
服
も
ま
ま
『
公
L
・
『
穀
』
の
例
を
以
て
「
左
倖
L
を

繹
せ
り
。
是
れ
自
ら
其
の
辟
隙
を
開
き
、
人
の
以
て
攻
む
べ
き
を
興
す
。
『
春
秋
繹
例
』
　
の
一
書
に
至
り
て
は
、
杜
氏
の
臆
説
為
る

こ
と
、
更
に
論
ず
る
無
し
。
文
浜
の
為
る
所
の
『
疏
譚
』
は
、
専
ら
訓
話
・
名
物
・
典
章
を
繹
し
て
、
例
は
言
は
ず
。
其
の
『
左
氏
L

の
凡
例
は
、
別
に
一
表
を
為
り
、
皆
な
『
左
氏
』
　
の
例
を
以
て
『
左
氏
』
を
繹
す
。
其
の
知
ら
ざ
る
も
の
は
、
概
ね
閉
如
に
従
ふ
。

さ
て
劉
文
浜
の
終
始
一
貫
し
て
変
わ
ら
ぬ
主
張
は
、
『
左
俸
』
　
の
義
は
杜
預
に
よ
っ
て
剥
蝕
〔
け
ず
り
と
る
〕
　
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
や

や
見
る
べ
き
解
釈
も
「
蕾
注
」
を
襲
取
し
た
も
の
で
あ
り
、
『
左
侍
L
　
の
真
義
は
杜
預
以
前
の
「
薯
注
」
に
よ
っ
て
の
み
明
ら
か
に
し
得

る
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
　
『
蕾
注
疏
譚
』
長
編
を
作
成
す
る
に
当
た
り
先
ず
最
初
に
為
す
べ
き
こ
と
は
、
失
わ
れ

た
「
菖
注
」
の
収
集
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
苧
注
」
の
主
た
る
も
の
は
要
道
・
服
虔
・
鄭
衆
説
で
あ
り
、
諸
文
献
に
引
用
さ
れ
た
左
氏

の
「
瞥
説
」
で
あ
る
。
そ
の
博
捜
の
範
囲
は
『
國
語
し
の
寿
昭
注
を
始
め
這
経
異
義
L
・
『
説
文
解
字
し
・
「
漢
書
L
五
行
志
・
「
周

鐙
疏
』
・
『
儀
鎧
疏
』
等
に
及
ん
で
い
る
。
そ
し
て
次
に
為
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
「
蕾
注
」
の
疎
通
証
明
で
あ
る
。
こ
れ
が
書
名
・
「
蕾

注
疏
譚
」
の
由
来
で
あ
り
、
こ
の
書
の
め
ざ
す
べ
き
目
標
で
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
。

し
か
も
清
朝
の
左
停
学
は
清
初
の
顧
炎
武
以
来
、
杜
預
注
を
純
正
す
る
こ
と
に
主
た
る
努
力
を
重
ね
て
き
て
お
り
、
劉
文
洪
に
至
る
ま
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で
に
そ
の
成
果
の
蓄
積
は
多
数
に
の
ぼ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
次
に
為
す
べ
き
ご
と
は
、
こ
れ
ら
先
学
の
研
究
成
果
の
収
集
と

そ
の
吟
味
検
討
で
あ
る
。

顧
炎
武
1
左
侍
杜
解
補
正
し

洪
亮
書
1
春
秋
左
情
話
』

沈
欽
韓
r
左
氏
侍
地
理
補
注
し

三
巻
　
*

二
十
巻

十
二
巻

恵
棟
　
「
春
秋
左
侍
補
注
』

沈
欽
韓
『
春
秋
左
民
情
補
注
』

焦
循
　
『
春
秋
左
侍
補
疏
』

六
巻
　
*

十
二
巻

五
巻
　
*

と
い
っ
た
差
倖
L
の
専
著
の
み
な
ら
ず
、
王
念
孫
・
王
引
之
の
差
博
』
の
訓
話
に
言
及
す
る
も
の
(
主
と
し
て
痙
義
述
聞
』
に
よ

る
)
を
網
羅
し
た
こ
と
が
、
右
の
劉
文
洪
自
身
の
言
葉
に
見
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
も
遍
注
疏
譚
』
中
に
見
え
る
清
朝
学

者
の
説
は
、
差
伸
し
の
専
著
だ
け
に
限
っ
て
も
、
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
な
諸
文
献
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

毛
奇
齢
r
春
秋
占
笈
書
L

志
士
杏
『
春
秋
説
L

郡
瑛
　
「
劉
妓
規
杜
持
平
』

馬
宗
瑳
『
春
秋
左
俸
補
注
L

戚
壽
恭
『
春
秋
左
氏
古
義
』

丁
姜
　
『
左
倍
杜
解
集
正
L

高
士
奇
『
春
秋
地
名
考
略
』

李
富
孫
「
春
秋
左
博
異
文
繹
』

十
五
巻
　
*

六
巻

三
巻
　
*

六
巻

八
巻

十
四
巻

十
巻

萬
斯
大
『
學
春
秋
随
筆
L

沈
杉
　
『
春
秋
左
氏
小
疏
』

梁
履
純
『
左
侍
補
繹
』

十
巻
　
*

一
巻
　
*

三
十
二
巻

李
飴
徳
『
春
秋
左
博
貫
服
注
輯
述
』
二
十
巻

朱
駿
聾
『
春
秋
左
博
識
小
録
』

顧
棟
高
『
春
秋
大
事
表
』

江
永
　
『
春
秋
地
理
考
賓
』

成
蓉
鏡
『
春
秋
日
南
至
譜
』

二
巻

六
十
六
巻

囲
巻
　
*

一
巻

院
元
　
『
春
秋
左
侍
注
疏
校
勘
記
』
六
十
巻
　
*

ま
こ
と
に
博
捜
と
申
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
阪
元
の
編
纂
に
係
る
清
朝
学
術
の
成
果
を
ま
と
め
た
一
大
叢
書
「
皇
清
経
解
」
が

完
刻
さ
れ
た
の
が
道
光
九
年
(
一
八
二
九
)
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
よ
り
以
降
の
こ
と
は
と
も
か
く
、
こ
の
書
簡
の
書
か
れ
た
時
点
で
述



34劉文浜の左侍學について(野間)

ベ
て
い
る
「
草
稿
」
す
な
わ
ち
「
長
編
」
の
作
成
に
際
し
て
は
、
あ
ま
り
恩
恵
を
被
ら
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
(
右
の
下
に
*
印
を
付

け
た
の
が
、
『
経
解
L
に
収
録
さ
れ
た
文
献
で
あ
る
)
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
そ
の
収
集
の
苦
労
は
充
分
に
察
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
劉
文
浜
の
学
問
に
は
、
同
学
の
士
と
の
間
に
お
け
る
切
磋
琢
磨
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
部
分
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て

お
い
た
が
、
『
蕾
注
疏
譚
』
中
に
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
い
ま
だ
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
著
書
、
い
ま
だ
著
作
の
形
を
取
っ
て
い
な
い
主
張

等
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
付
言
し
て
お
こ
う
。
直
接
に
教
示
さ
れ
た
も
の
も
有
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
多
く
は
手
紙
の
や
り

(
4
)

と
り
に
よ
っ
て
得
た
知
見
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
清
朝
の
左
停
学
者
の
な
か
で
も
、
特
に
沈
欽
韓
の
説
は
「
十
に
其
の
六
を
取
」
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
影

響
が
大
き
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
し
か
し
逆
に
「
十
に
其
の
四
」
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
り
否
定
さ
れ
た
り
し
た
と
い
う
こ
と
に

も
な
る
わ
け
で
、
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
劉
文
浜
の
厳
し
い
批
判
の
目
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
に
と
っ
て
資
料
の
羅
列
は
単

な
る
「
長
編
」
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
「
長
編
」
に
収
集
さ
れ
た
資
料
は
、
彼
の
検
討
の
ふ
る
い
の
日
に
か
け
ら
れ
、
取
捨
選
択
さ
れ
た
後
、

最
後
に
始
め
て
下
す
に
自
己
の
見
解
を
以
て
し
、
そ
の
従
う
べ
き
と
従
わ
ざ
る
べ
き
と
が
定
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
上
は
先
秦

の
諸
子
を
稽
し
、
下
は
唐
以
前
の
史
書
を
考
し
、
勇
ら
難
家
・
筆
記
・
文
集
に
及
び
、
皆
な
取
り
て
譚
佐
と
為
し
、
賓
事
に
是
を
求
む
る

を
期
し
、
左
氏
の
大
義
を
し
て
柄
然
著
明
な
ら
し
」
(
遠
義
堂
文
集
』
巻
六
)
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
劉
文
浜
が
特
に
意
図
し
た
こ
と
は
、

こ
れ
ら
先
学
の
姓
氏
を
明
記
し
て
、
そ
の
出
所
を
明
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
も
劉
文
浜
の
撲
学
大
師
と
し
て
の
誠
実

(
5
)

さ
が
伺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
「
長
編
」
か
ら
最
終
完
成
原
稿
へ
の
道
程
は
、
「
長
編
」
の
作
成
よ
り
も
長
く
厳
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
我
々
に
も
容

易
に
想
像
が
つ
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
清
朝
「
新
疏
」
の
持
尾
を
飾
る
孫
話
譲
(
一
人
四
七
⊥
九
〇
人
)
の
r
周
疆
正
義
L
八
十
六
巻
は
、
.

同
治
の
末
年
(
十
三
年
は
一
八
七
四
年
)
に
始
め
て
長
編
数
十
巨
冊
が
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
こ
れ
が
完
成
し
て
孫
氏
が
序
文
を
書
い

た
の
は
光
緒
二
十
五
年
(
一
八
九
九
)
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
実
に
四
半
世
紀
の
日
時
を
要
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
r
蕾
注
疏
譚
し
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は
、
劉
文
浜
の
生
前
、
そ
の
最
初
の
一
巻
が
作
成
さ
れ
た
の
み
で
、
子
の
劉
兢
椿
、
さ
ら
に
孫
の
劉
壽
曾
・
劉
貴
曾
に
及
ん
で
も
、
や
っ

と
半
ば
を
完
成
さ
せ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
彼
ら
は
い
ず
れ
も
短
命
で
、
劉
壽
曾
・
劉
貴
曾
と
も
に
清
朝
の
滅
亡
を
知
る
こ
と
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
四
十
五
歳
・
五
十
五
歳
で
没
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
劉
貴
曾
の
一
子
劉
師
培
は
、
そ
の
短
い
三
十
六
歳
の
生
涯
中
に
、
「
劉
申
叔
先
生
遺
書
L
　
に
収
め
ら
れ
る
多
数
の
著
作
を
残
し
た

俊
秀
で
あ
っ
て
、
彼
こ
そ
が
劉
氏
の
家
学
を
完
成
す
る
で
あ
ろ
う
と
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
遺
憾
な
が
ら
そ
れ
も
叶
わ
な
か
っ
た
。

そ
の
早
世
は
い
か
に
も
惜
し
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
1
活
史
』
儒
林
侍
の
稿
本
に
お
い
て
、
劉
氏
三
代
の
未
完
の
　
『
左
侍
』
学
を
記
述
し

た
後
、
「
い
ま
子
孫
邪
説
に
惑
溺
し
、
経
を
離
れ
道
に
畔
き
、
こ
の
事
ほ
と
ん
ど
望
み
無
し
、
哀
し
い
哉
」
と
あ
る
の
は
、
当
時
、
革
命

(
6
)

運
動
に
身
を
投
じ
、
清
朝
政
府
か
ら
危
険
人
物
視
さ
れ
て
い
た
劉
師
培
を
指
し
て
非
難
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
激
動
の
時
代
は
、
劉
師
培

を
し
て
漢
学
の
中
に
埋
没
せ
し
む
る
を
許
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
後
、
「
長
編
」
と
未
完
の
「
原
稿
」
は
代
々
劉
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
辛
亥
革
命
を
経
て
中
華
民
国
の
成
立
、

そ
し
て
日
中
戦
争
を
経
て
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
を
見
る
間
に
、
「
長
編
」
　
の
存
亡
は
と
う
と
う
不
明
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ

が
幸
い
に
も
、
原
稿
(
隠
公
元
年
よ
り
裏
公
五
年
ま
で
)
　
の
方
は
上
海
歴
史
文
献
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
中
国

科
学
院
の
歴
史
研
究
所
第
一
、
二
所
資
料
室
の
手
に
よ
っ
て
整
理
工
作
が
な
さ
れ
、
句
読
を
切
っ
た
B
5
判
の
活
字
本
の
本
文
一
千
頁
を

(
7
)

越
え
る
巨
冊
と
し
て
科
学
出
版
社
か
ら
公
刊
さ
れ
た
の
は
、
一
九
五
九
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
か
の
「
金
陵
の
約
」
よ
り
実
に
百
三
十
年

後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
書
物
の
出
版
に
よ
っ
て
我
々
は
始
め
て
劉
氏
三
代
の
左
氏
学
の
実
体
を
、
そ
の
半
ば
ま
で
は
伺
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
書
中
、
断
案
を
下
す
表
現
と
し
て
「
文
洪
案
」
と
あ
る
の
は
申
す
ま
で
も
な
い
が
、
ま
た
「
壽

曾
案
」
と
か
「
貴
曾
案
」
と
い
う
表
現
も
あ
っ
て
、
こ
の
書
物
が
ま
さ
し
く
劉
氏
三
代
の
努
力
の
結
晶
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
を
見
る
に
及
ん
で
は
、
筆
者
は
ま
こ
と
に
粛
然
た
る
思
い
を
禁
じ
得
な
い
。
な
お
付
録
一
の
劉
文
浜
を
中
心
と
し
た
劉
氏
一

族
の
「
家
系
図
」
を
参
考
さ
れ
た
い
。
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さ
て
最
後
に
、
『
春
秋
左
氏
侍
蕾
注
疏
譚
』
に
対
す
る
現
在
の
評
価
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
原
稿
整
理
に
当
た
っ

た
「
中
国
科
学
院
歴
史
研
究
所
第
一
、
二
所
資
料
室
」
の
手
に
成
る
「
整
理
後
記
」
が
極
め
て
要
領
よ
く
ま
と
め
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を

紹
介
し
た
い
。
長
所
二
点
、
短
所
三
点
が
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

長
所
一
収
集
し
た
材
料
の
豊
富
さ
。
頁
服
注
は
こ
れ
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。

二
　
『
春
秋
』
を
解
釈
す
る
の
に
、
必
ず
鐙
を
以
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
。
し
た
が
っ
て
典
章
制
度
・
服
飾
器
物
・
姓
氏

地
理
・
古
暦
天
算
・
日
食
晦
朔
・
鳥
獣
晶
魚
の
訓
話
は
こ
れ
以
上
は
望
め
な
い
ほ
ど
に
詳
細
で
あ
る
。

短
所
一
漢
学
は
す
べ
て
良
し
と
し
、
杜
注
を
こ
と
ご
と
く
廃
し
て
い
る
こ
と
。
公
平
と
は
言
い
難
い
。

二
　
資
料
を
羅
列
す
る
の
み
で
、
断
案
を
下
し
て
い
な
い
箇
所
が
有
る
こ
と
。
是
非
の
判
断
が
つ
き
か
ね
る
。

三
　
人
物
の
引
用
の
み
で
、
書
名
を
明
記
し
な
い
も
の
が
有
る
こ
と
。
正
確
な
引
用
で
な
い
箇
所
が
有
る
こ
と
。
こ
れ
は
未
定

稿
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

右
の
評
価
は
極
め
て
妥
当
な
見
解
で
あ
る
。
長
所
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
収
集
し
た
資
料
の
豊
富
さ
、
訓
話
の
詳
細
さ
は
、
そ
の
ま
ま
「
長

編
」
　
の
充
実
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
『
菖
注
疏
譚
L
　
の
未
完
と
と
も
に
、
「
長
編
」
　
の
亡
供
も
ま
た
惜
し
ま
れ
る
こ
と
で

あ
る
。
ち
な
み
に
現
行
本
『
菖
注
疏
譚
L
　
に
は
、
そ
の
「
原
稿
」
と
「
活
抄
稿
」
、
そ
し
て
「
提
綱
稿
」
　
の
写
真
が
そ
れ
ぞ
れ
二
葉
ず
つ

付
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
の
「
提
綱
稿
」
が
筆
者
に
は
興
味
深
い
。
こ
れ
は
い
わ
ば
劉
文
浜
の
「
構
想
メ
モ
」
で
あ
っ
て
、
こ
こ

に
は
経
伝
の
文
章
の
引
用
に
続
け
て
「
蕾
注
」
の
有
無
(
つ
ま
り
「
服
」
・
「
貢
服
」
の
表
記
の
み
で
、
注
の
文
章
の
引
用
は
無
い
)
を

記
し
、
つ
い
で
「
疏
譚
」
に
引
用
す
る
は
ず
の
文
献
、
.
あ
る
い
は
先
学
の
名
前
の
み
が
、
た
と
え
ば

○
　
晋
世
家
.
杜
(
預
)
　
江
(
永
)
　
沈
(
欽
韓
)
　
洪
(
亮
吉
)

〇
.
年
表
　
楚
世
家
　
周
本
紀
　
江
永

○
　
杜
注
　
沈
欽
韓
云
　
二
見
云
　
斉
世
家
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と
い
う
よ
う
な
形
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
本
文
が
す
で
に
「
長
編
」
中
に
収
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
か

ろ
う
。
「
長
編
」
に
収
集
さ
れ
た
資
料
の
中
か
ら
何
を
選
び
出
し
、
こ
れ
を
如
何
に
関
連
づ
け
、
ど
の
よ
う
な
判
定
を
下
す
か
。
こ
れ
こ

そ
「
長
編
」
作
成
以
上
に
、
時
間
と
体
力
と
精
神
力
を
要
す
る
作
業
で
あ
っ
た
。
右
に
短
所
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
二
・
三
は
、
や
は
り
こ

の
書
物
が
未
定
稿
の
瓢
分
を
含
ん
で
い
る
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。

な
お
短
所
の
一
は
、
劉
文
浜
の
学
問
が
い
わ
ゆ
る
「
漢
学
」
の
域
を
出
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は

ま
た
清
朝
考
証
学
の
持
つ
ひ
と
つ
の
限
界
で
も
あ
っ
た
。
「
善
注
疏
譚
」
と
い
う
書
名
そ
の
も
の
が
内
容
を
的
確
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
菖
注
」
の
存
し
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、
そ
の
考
証
が
簡
略
に
な
る
傾
向
が
有
る
。
ま
た
最
大
の
長
所
が
、
逆
に
欠
点

と
も
な
り
得
る
と
い
う
皮
肉
な
一
面
も
あ
る
。
そ
れ
は
劉
文
浜
の
考
証
が
あ
ま
り
に
詳
細
で
あ
る
た
め
、
そ
の
全
文
を
読
ま
な
け
れ
ば
結

論
が
容
易
に
分
か
ら
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
ご
と
き
点
か
ら
し
て
、
r
曹
注
疏
譚
L
が
未
完
で
あ
る
こ
と
を
も
併
せ
考
え
る
と
き
、
差
傍
ら
の
注
釈
書
と
し
て
我
々
は
、
近

(
0
)

時
出
版
さ
れ
た
揚
伯
峻
氏
編
著
に
係
る
r
春
秋
左
傍
注
』
に
軍
配
を
挙
げ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
揚
氏
涼
秋
左
侍
注
』
は
、

劉
文
洪
以
後
の
諸
氏
の
説
を
も
含
め
た
清
朝
考
証
学
の
精
華
を
摘
ん
で
、
そ
の
上
に
民
国
以
来
の
甲
骨
・
金
文
学
等
の
成
果
を
も
取
り
入

れ
た
注
釈
書
で
、
し
か
も
そ
の
注
釈
は
ま
こ
と
に
筒
に
し
て
要
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
姉
妹
編
と
し
て
嘉
秋
左
侍
詞
典
L
が
用

意
さ
れ
て
い
る
の
も
学
徒
に
は
甚
だ
便
利
で
あ
る
。
今
後
は
こ
の
書
物
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
注
釈
書
に
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
我
が
国
で

も
小
倉
芳
彦
氏
に
よ
っ
て
、
こ
の
揚
氏
雇
秋
左
傍
注
』
に
基
づ
い
た
翻
訳
書
と
し
て
、
岩
波
文
庫
本
雇
秋
左
氏
伝
』
(
上
中
下
≡
冊
本
)

が
一
九
八
八
年
か
ら
八
九
年
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
。

し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
筆
者
は
、
唐
代
以
前
の
史
書
に
見
え
る
『
春
秋
』
・
差
侍
』
に
言
及
す
る
記
事
を
博
捜
網
羅
し
、

清
朝
考
証
学
の
豊
富
な
成
果
を
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
劉
文
洪
『
春
秋
左
氏
侍
菖
注
疏
譚
』
は
、
依
然
と
し
て
利
用
価
値
の
有
る
注
釈

書
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
存
在
意
義
を
持
ち
続
け
る
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。
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(
4
)
　
同
年
輩
の
学
者
で
は
な
い
が
、
黄
承
書
に
宛
て
た
書
筒
(
道
光
十
五
年
)
　
の
中
に
、
「
示
さ
れ
し
所
の
左
氏
の
四
義
、
文
洪

巳
に
拙
著
疏
諾
中
に
摘
入
せ
り
」
(
『
青
渓
蕃
屋
文
集
L
巻
三
)
と
あ
る
。
黄
氏
の
書
簡
は
、
そ
の
屈
す
咳
堂
文
集
L
巻
四
に
「
輿

劉
孟
塘
書
」
と
し
て
、
実
に
二
万
二
千
字
に
垂
ん
と
す
る
長
文
か
ら
成
る
も
の
で
、
倍
公
二
十
三
年
・
宣
公
十
二
年
・
妾
公
二

十
五
年
二
二
十
年
の
伝
文
に
つ
い
て
の
詳
細
な
考
証
論
文
で
あ
る
。
そ
し
て
我
々
は
現
行
本
中
に
黄
氏
の
説
を
確
認
で
き
る
の

で
あ
る
。

(
5
)
　
我
が
国
の
『
左
停
L
注
釈
書
の
中
で
も
白
眉
と
称
さ
れ
る
竹
添
井
々
r
左
氏
合
箋
L
は
、
我
が
国
の
r
左
侍
L
研
究
の
成
果

を
踏
ま
え
た
上
に
、
劉
文
浜
と
同
様
に
清
朝
考
証
学
の
成
果
を
も
取
り
込
ん
だ
優
れ
た
著
作
で
は
あ
る
が
、
し
ば
し
ば
そ
の
出

典
を
明
記
し
て
い
な
い
こ
と
が
欠
点
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

(
6
)
　
小
島
祐
馬
氏
「
劉
師
培
の
学
」
　
(
『
中
国
の
社
会
思
想
L
筑
摩
書
房
所
収
一
九
六
七
年
)
　
に
よ
る
。

(
7
)
　
こ
の
書
の
リ
プ
リ
ン
ト
版
に
は
、
筆
者
の
知
る
範
囲
で
は
、
先
ず
香
港
の
太
平
書
局
版
(
一
九
六
六
年
)
が
早
く
、
次
い
で

台
北
の
明
倫
出
版
社
版
(
一
九
七
〇
年
)
、
日
本
京
都
・
中
文
出
版
社
版
(
一
九
七
九
年
)
、
さ
ら
に
台
北
・
大
化
書
局
版
二

九
八
二
年
)
　
が
有
る
。

(
8
)
　
北
京
中
華
書
局
か
ら
四
冊
本
と
し
て
、
一
九
八
一
年
に
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
「
修
訂
本
」
は
一
九
九
〇
年
刊
。
な
お
台
湾
の

影
印
本
も
二
種
類
有
る
よ
う
で
あ
る
。

、
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